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第29号の予告

◆活動報告　ほか
 
次回9月25日
刊行予定

　
江
戸
沢
町
の
駐
車
場
（
昔
バ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
）
の
脇
か
ら
間
切
川

（
赤
川
）
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
く
と
、
川
に
架
か
る
石
橋
と
対
岸
に
あ
る
石
段
が
目

に
入
る
。
石
段
を
上
る
と
右
手
に
塩
竈
神
社
の
鳥
居
と
社
殿
が
見
え
る
。

　
塩
竈
神
社
は
、
本
来
は
塩
焼
き
の
神
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
安
産
の
神
と
し
て
の
性

格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
初
め
は
相
川
塩
屋
町
に
社
殿
が
あ
っ
た
が
、
慶
長
年
間

（
1
5
9
6
〜
1
6
1
5
）
に
近
隣
の
長
坂
に
処
刑
場
と
牢
屋
が
で
き
た
た
め
、
寛
永

1
6
年
（
1
6
2
9
）
に
江
戸
沢
町
に
遷
さ

れ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
境
内
の
脇
を
流
れ
る
間
切
川
で

は
、
ち
ょ
う
ど
塩
竃
神
社
の
付
近
で
南
沢
疎

水
道
（
坑
内
の
湧
水
処
理
の
た
め
に
江
戸
時

代
に
掘
ら
れ
た
排
水
用
の
坑
道
）
か
ら
の
排

水
が
湧
き
出
て
い
る
。

「
塩
竃
神
社
」

新
潟
県
と
佐
渡
市
で
は
、
現

在
、
相
川
地
区
に
あ
る
旧
佐
渡

会
館
を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
に

「
佐
渡
金
銀
山
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
（
仮
称
）
」
を
建
設
す
る
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
、

佐
渡
金
銀
山
の
価
値
を
分
か
り

や
す
く
解
説
す
る
と
と
も
に
、

現
地
を
訪
ね
る
た
め
の
情
報
発

信
や
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
平
成
29
年
度
に
実

施
設
計
を
策
定
し
、
平
成
29
〜

30
年
度
に
建
築
・
展
示
工
事
を

行
い
、
平
成
31
年
4
月
に
オ
ー

プ
ン
予
定
で
す
。

早起きが苦手なにゃんじーですが、
朝顔のおかげで最近は
早起きできているようです。

「朝顔で早起き」

交流広場
イメージ図

展示室
ガイダンスシアター
イメージ図

整備の基本的な考え方
①佐渡金銀山への玄関口として、遺跡の価値や魅力を発信し、来訪者の現地への円滑な誘導を図ります。
②史跡、まち歩き（探訪）などの魅力情報を提供し、相川のまちと来訪者をつなぎ、まちの賑わいを創出
する拠点とします。

③地域観光・地域交流の促進など、来訪者と地域の方々の交流の場とし、まちのネットワークの拠点とし
ます。

④海からの北西風や塩害など、厳しい自然環境に配慮した施設とします。

塩竃神社

間切川 (赤川 )に架かる石橋

ガイダンス施設
佐渡金銀山

海

駐車場・バス停

（佐渡の玄関口）

佐渡金銀山の価値を伝える
情報発信拠点

地域コミュニティ拠点

相川のまち
史跡

来訪者の
動線

佐
渡

　

金
銀
山

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

　を

相
川
に
建
設

仮称

スクリーン映像

佐渡島地形
模型

ガイダンス施設とまちの関係図
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新
潟
県
と
佐
渡
市
は
佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
、そ
こ
に
相
川
金
銀
山
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
多
く
の
方
が
ご
存
知
だ

と
思
い
ま
す
。で
は
、実
際
に
相
川
の
ど
の
よ
う
な
も
の
を
世
界
遺
産
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
、あ
ら
た
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値

　
4
0
0
年
以
上
に
わ
た
る
歴
史
を
も
つ
佐
渡
金
銀
山
で
は
、そ
の
歴
史
の
な
か

で
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
山
技
術
が
導
入
さ
れ
、発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
技

術
の
発
展
を
今
に
伝
え
て
い
る
の
が
、関
連
す
る「
遺
跡
」や「
建
造
物
」な
ど
で

す
。江
戸
時
代
か
ら
近
現
代
ま
で
、各
時
代
の
技
術
の
痕
跡
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、鉱
山
の
発
展
を
支
え
て
い
た
の
が「
鉱
山
町
」で
す
。

　
こ
れ
ら
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
佐
渡
金
銀
山
は
、そ
の
歴
史
や
技
術
の

全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
大
変
貴
重
な
遺
産
で
す
。

　
町
民
遠
足
が
６
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

相
川
の
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
世
代
の
「
相

川
町
民
」
約
60
名
が
、「
相
川
ふ
れ
あ
い
ガ
イ
ド
」
の
案
内

で
下
町
を
散
策
し
ま
し
た
。

　
こ
の
遠
足
は
、
相
川
が
大
好
き
な
地
元
有
志
に
よ
り
結

成
さ
れ
た
「
す
き
だ
っ
ち
ゃ
相
川
会
」
の
主
催
で
、
昨
年

6
月
に
初
め
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。「
相
川
に
暮
ら
す
私
た

ち
が
相
川
の
魅
力
を
語
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
相
川
を
訪

れ
る
人
達
も
相
川
を
も
っ
と
大
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
の

で
は
」
と
い
う
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
下
町
ゆ
っ
く
り
散
歩
」
で
、
塩
竃

神
社
（
相
川
江
戸
沢
町
）
か
ら
善
知
鳥
神
社
（
相
川
下
戸
村
）

ま
で
、
寺
や
神
社
、
町
家
が
連
な
る
裏
通
り
を
中
心
に
散

策
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
寺
や
神
社
は
普
段
相
川
に
い

て
も
な
か
な
か
行
く
機
会
の
な
い
場
所
で
す
。「
境
内
や
社

殿
に
初
め
て
入
っ
た
」
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
。
相
川
に

数
あ
る
寺
や
神
社
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
見
て
い
く
と
、
鉱
山

に
関
わ
り
の
あ
る
由
緒
や
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
そ
れ

ぞ
れ
に
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
も
新
た
な
発
見
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
久
し
ぶ
り
に
裏
通
り
を
歩
い
た
50
代
の
方
は
、「
小
学
生

の
頃
に
通
学
路
と
し
て
使
っ
て
い
た
近
道
が
あ
っ
た
」
と
、

懐
か
し
い
思
い
出
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
る
と
き
は

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
出
な
ど
を
語
る
ガ
イ
ド
と
な
っ

て
、
語
り
合
い
な
が
ら
散
策
で
き
る
の
も
町
民
遠
足
の
醍

醐
味
で
す
。

上町（国重要文化的景観）

採掘跡（道遊の割戸・大切山間歩・大立竪坑・道遊坑）、排水施設（南沢疎水道）、近代の鉱山施
設（北沢浮遊選鉱場・高任貯鉱舎・間ノ山搗鉱場）、石切場（片辺・鹿野浦海岸石切場跡）

恩賜金とは？　明治22年、佐渡鉱山は皇室財産となり御料局佐渡鉱山となりましが、その後、皇室から民間に払
い下げられ、明治29年に三菱合資会社(当時)に移管されました。その払い下げの際に、相川町(当時)に交付された
御下賜金(ごかしきん)です。

佐渡代官の大久保長安
によって台地上に町立て
された鉱山町。伝統的な
町家や、近代の鉱山労働
者の社宅などが並ぶ。

大間港（国史跡・国重要文化的景観）
明治25年に「たたき工
法」によって築かれた鉱
山専用の港。鉱石の運搬
や鉱山の資材搬入に使
われた。

 戸地川第二発電所（国史跡）
大正8年から昭和52年ま
で稼働した水力発電所。
ここから9㎞にわたって送
電線が設置され、鉱山へ
電力が供給された。

集落

港湾施設 佐渡奉行所跡（国史跡・国重要文化的景観）管理施設

上相川（国史跡・国重要文化的景観）
安土桃山時代末期の相
川金銀山開発にともない
形成された鉱山集落。鉱
山町相川の発端となった
場所。

慶長8年に佐渡代官(のち
の佐渡奉行)の大久保長
安によって建設され、江戸
時代における佐渡の鉱山
経営と行政の中心だった。

鉱山用石磨(いしうす)の
上磨の石材を切り出した
石切場跡。近世から近代
にかけて長期的に採石
がおこなわれた。

集落跡

発電所 吹上海岸石切場跡（国史跡・国重要文化的景観）石切場

Ｎ

片辺・鹿野浦
海岸石切場跡

戸地川
第二発電所

相川金銀山

吹上海岸
石切場跡

大間港

鶴子銀山

西三川砂金山

相川

真野湾

真野新町
大地山

小佐渡山地

小木港

赤泊港 寺泊

0 5㎞直江津

河原田
佐渡市役所

両津港

両津湾

新潟

金北山

タダラ峰

金剛山

大野亀
二ツ亀

大佐渡
山地

金銀山関連遺産マップ開
催
報
告

第
3
回 

町
民
遠
足

町家を眺めつつ小路を抜けて、相川二町目から
相川五郎左衛門町へ。

相川公園付近(栄町)に集合し、いざ下町のまちなかへ！

遠足の最後は相川公園内にある「恩賜金記念碑」について
説明を受けました。

塩竃神社（相川江戸沢町）では、小さくて可愛らしい狛犬を
見つけました。

そのほかの関連遺産（相川）

相川金銀山の関連遺産（世界遺産の候補）

相
川
金
銀
山
が
世
界
遺
産
に
？

　〜「
金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産
群
」
の
登
録
を
目
指
し
て
〜
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恩賜金とは？　明治22年、佐渡鉱山は皇室財産となり御料局佐渡鉱山となりましが、その後、皇室から民間に払
い下げられ、明治29年に三菱合資会社(当時)に移管されました。その払い下げの際に、相川町(当時)に交付された
御下賜金(ごかしきん)です。

佐渡代官の大久保長安
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 戸地川第二発電所（国史跡）
大正8年から昭和52年ま
で稼働した水力発電所。
ここから9㎞にわたって送
電線が設置され、鉱山へ
電力が供給された。

集落

港湾施設 佐渡奉行所跡（国史跡・国重要文化的景観）管理施設

上相川（国史跡・国重要文化的景観）
安土桃山時代末期の相
川金銀山開発にともない
形成された鉱山集落。鉱
山町相川の発端となった
場所。

慶長8年に佐渡代官(のち
の佐渡奉行)の大久保長
安によって建設され、江戸
時代における佐渡の鉱山
経営と行政の中心だった。

鉱山用石磨(いしうす)の
上磨の石材を切り出した
石切場跡。近世から近代
にかけて長期的に採石
がおこなわれた。

集落跡

発電所 吹上海岸石切場跡（国史跡・国重要文化的景観）石切場

Ｎ

片辺・鹿野浦
海岸石切場跡

戸地川
第二発電所

相川金銀山

吹上海岸
石切場跡

大間港

鶴子銀山

西三川砂金山

相川

真野湾

真野新町
大地山

小佐渡山地

小木港

赤泊港 寺泊

0 5㎞直江津

河原田
佐渡市役所

両津港

両津湾

新潟

金北山

タダラ峰

金剛山

大野亀
二ツ亀

大佐渡
山地

金銀山関連遺産マップ開
催
報
告

第
3
回 

町
民
遠
足

町家を眺めつつ小路を抜けて、相川二町目から
相川五郎左衛門町へ。

相川公園付近(栄町)に集合し、いざ下町のまちなかへ！

遠足の最後は相川公園内にある「恩賜金記念碑」について
説明を受けました。

塩竃神社（相川江戸沢町）では、小さくて可愛らしい狛犬を
見つけました。

そのほかの関連遺産（相川）

相川金銀山の関連遺産（世界遺産の候補）

相
川
金
銀
山
が
世
界
遺
産
に
？

　〜「
金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産
群
」
の
登
録
を
目
指
し
て
〜
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第29号の予告

◆活動報告　ほか
 
次回9月25日
刊行予定

　
江
戸
沢
町
の
駐
車
場
（
昔
バ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
）
の
脇
か
ら
間
切
川

（
赤
川
）
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
く
と
、
川
に
架
か
る
石
橋
と
対
岸
に
あ
る
石
段
が
目

に
入
る
。
石
段
を
上
る
と
右
手
に
塩
竈
神
社
の
鳥
居
と
社
殿
が
見
え
る
。

　
塩
竈
神
社
は
、
本
来
は
塩
焼
き
の
神
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
安
産
の
神
と
し
て
の
性

格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
初
め
は
相
川
塩
屋
町
に
社
殿
が
あ
っ
た
が
、
慶
長
年
間

（
1
5
9
6
〜
1
6
1
5
）
に
近
隣
の
長
坂
に
処
刑
場
と
牢
屋
が
で
き
た
た
め
、
寛
永

1
6
年
（
1
6
2
9
）
に
江
戸
沢
町
に
遷
さ

れ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
境
内
の
脇
を
流
れ
る
間
切
川
で

は
、
ち
ょ
う
ど
塩
竃
神
社
の
付
近
で
南
沢
疎

水
道
（
坑
内
の
湧
水
処
理
の
た
め
に
江
戸
時

代
に
掘
ら
れ
た
排
水
用
の
坑
道
）
か
ら
の
排

水
が
湧
き
出
て
い
る
。

「
塩
竃
神
社
」

新
潟
県
と
佐
渡
市
で
は
、
現

在
、
相
川
地
区
に
あ
る
旧
佐
渡

会
館
を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
に

「
佐
渡
金
銀
山
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
（
仮
称
）
」
を
建
設
す
る
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
、

佐
渡
金
銀
山
の
価
値
を
分
か
り

や
す
く
解
説
す
る
と
と
も
に
、

現
地
を
訪
ね
る
た
め
の
情
報
発

信
や
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
平
成
29
年
度
に
実

施
設
計
を
策
定
し
、
平
成
29
〜

30
年
度
に
建
築
・
展
示
工
事
を

行
い
、
平
成
31
年
4
月
に
オ
ー

プ
ン
予
定
で
す
。

早起きが苦手なにゃんじーですが、
朝顔のおかげで最近は
早起きできているようです。

「朝顔で早起き」

交流広場
イメージ図

展示室
ガイダンスシアター
イメージ図

整備の基本的な考え方
①佐渡金銀山への玄関口として、遺跡の価値や魅力を発信し、来訪者の現地への円滑な誘導を図ります。
②史跡、まち歩き（探訪）などの魅力情報を提供し、相川のまちと来訪者をつなぎ、まちの賑わいを創出
する拠点とします。

③地域観光・地域交流の促進など、来訪者と地域の方々の交流の場とし、まちのネットワークの拠点とし
ます。

④海からの北西風や塩害など、厳しい自然環境に配慮した施設とします。

塩竃神社

間切川 (赤川 )に架かる石橋

ガイダンス施設
佐渡金銀山

海

駐車場・バス停

（佐渡の玄関口）

佐渡金銀山の価値を伝える
情報発信拠点

地域コミュニティ拠点

相川のまち
史跡

来訪者の
動線

佐
渡

　

金
銀
山

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

　を

相
川
に
建
設

仮称

スクリーン映像

佐渡島地形
模型

ガイダンス施設とまちの関係図


